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「佐渡島の金山」はユネスコの

佐渡小判
［オランダ王国貨幣コレクション,アムステルダム］

描かれた江戸時代相川の町の様子
（『岡松奉行旅行図』大安寺所蔵）

　佐渡では産出された金を用いて小判の製造が行われました。これは国内の鉱山で
は唯一のことです。小判は江戸へと運ばれ、徳川幕府の財政を支え続けました。
　徳川幕府は「佐渡島の金山」を重視し、金生産を効率的かつ長期にわたって継続
させるため、資金の投資と労働環境の整備を行いました。
　とりわけ鉱山経営の中心地となった相川の町は、元々さびれた漁村でしたが、金の
発見とともに計画的な地割や街路を持つ大規模な町が整備されました。そして、金生
産に必要な労働者や人材が全国各地から集まったことで、人口最大５万人とも言わ
れる国内でも有数の都市へと発展を遂げました。

徳川幕府の財政を支えた佐渡の金 
～空前の発展を遂げた鉱山町～

「佐渡島の金山」の世界遺産としての価値
　「佐渡島の金山」は、16世紀末から19世紀半ば世界の他の地域において採鉱などの機械化が進んだ時代に、高度な手
工業による採鉱と製錬技術を250年以上にわたり継続した、アジアにおける他に類を見ない貴重な文化遺産です。江戸
時代（17～19世紀半ば）に徳川幕府は手工業を効率化するための管理体制と労働体制を構築し、17世紀には世界有数
の金鉱山として高品質の金を大量に生産しました。これらは鉱山地域・集落地域の遺跡によって証明されます。

世界遺産登録までの歩み
平成 ９（1997）年：市民団体が世界遺産登録に向けた運動を開始 
平成18（2006）年：新潟県と佐渡市が世界遺産登録に向けた取組を開始 
平成22（2010）年：日本の世界遺産暫定一覧表に記載 
令和 ４（2022）年：日本政府がユネスコ世界遺産へ推薦することを表明、推薦書を提出
令和 ５（2023）年：推薦書再提出、ユネスコの諮問機関イコモスによる現地調査 
令和 ６（2024）年7月27日：第46回ユネスコ世界遺産委員会で世界遺産一覧表への記載が決議



豊富に残る歴史資料 ～佐渡金銀山絵巻・技術書～

世界文化遺産に登録されました

　佐渡で最古の砂金山です。江戸時代の砂
金採取技術を示す遺構が多く現存します。

　16世紀末から19世紀半ばにおいて、日本
最大の金銀鉱山でした。
　鉱山技術の発展を示す遺構や集落・鉱山
町などがまとまった世界的にも稀有な遺跡
です。

相川鶴子金銀山

佐渡島

新潟県

西三川砂金山 

砂金（西三川砂金山）
［個人蔵］

『佐渡金銀山絵巻』（18～19世紀） 鉱石の品質の見分け方を描いた図 （『金銀山大概書』18世紀）

金鉱石（相川鶴子金銀山）
［株式会社ゴールデン佐渡所蔵］

金を求めて 「目に見える金」と「目に見えない金」
　佐渡は国内最大の金鉱山として金を産出し続けました。佐渡には２つの
タイプの金鉱山があります。西三川砂金山の“目に見える金”である「砂金」
と、相川金銀山の硬い「金鉱石」に含まれる“目に見えない金”。これらを効率
的に得るために、最先端の技術と生産の仕組みが整えられました。

　徳川幕府の管理・運営下に置かれた佐渡では、幕府への報告のための膨大な記録が作成されました。国内外に約150
点が残る「佐渡金銀山絵巻（鉱山絵巻）」をはじめ、技術書や古文書など、佐渡に関する歴史資料は操業当時の鉱山での
作業の様子や技術の内容を詳細に伝えるとともに、現地の遺跡・遺構の解釈・理解においても欠かせないものです。



Nishimikawa Placer Gold Mine

西三川砂金山 
に し 　 　  み 　 　  か わ 　 　 さ 　 　 き ん 　  ざ ん

砂金採掘跡と鉱山集落

虎丸山 「大流し」により掘り崩された採掘地［撮影 西山芳一］
おお なが

鉱山の神を祀る大山祗神社［撮影 西山芳一］

砂金採掘の様子を描いた浮世絵
二代広重画「諸国六十八景　佐渡金やま」19世紀後半
［長岡市立中央図書館所蔵］

　佐渡における金産出の歴史は平安時代に遡り、12世紀に成立した
『今昔物語集』に登場する砂金採取の場所が西三川砂金山とされてい
ます。
　西三川砂金山では、山を掘り崩して地層の中にある砂金を含んだ土
砂を水路に落とした後、堤の水を一気に流し込んで余分な土砂を洗い
流す「大流し」と呼ばれる技法が用いられました。その際に必要な水量
を確保するため、水源から長い水路を設けて堤に大量の水を貯めてお
きました。こうした採掘跡や水路跡が広い範囲にわたり残っています。

おお なが


